
第9回 江別市かわまちづくり勉強会

令和4年6⽉30⽇

江別市



本⽇の内容

1. 前回勉強会の振り返り

2. かわまちづくり計画等の内容説明

3. グループワーク

4. 総括

5. その他

１



これまでの勉強会の流れ２

R3.1.19 R3.3.23 R3.9.28 R3.10.18 R3.11.16 R3.12.21

第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回
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⽀援制度への申請までの流れ３

江別市かわまちづくり協議会 江別市かわまちづくり勉強会

第4回勉強会【令和3年10⽉18⽇】

・かわまちづくりグループワーク①

第6回勉強会【令和3年12⽉21⽇】

・かわまちづくりグループワーク③第5回協議会【令和4年1⽉24⽇】

・かわまちづくり計画書素案の確認

第6回協議会【令和4年3⽉29⽇】

・かわまちづくり計画書最終案の確認

かわまちづくり計画申請【令和4年6⽉】

パブリックコメント【令和4年2〜3⽉】

素案
作成

ハード整備、ソフト施策、運営体制
に関する意⾒を踏まえ、各施策の⽅
向性や基本⽅針を事務局で検討

パブリックコメントの意⾒を踏まえ、必要に
応じて計画書素案の整理内容を修正

反映

令和4年度以降〜

第5回勉強会【令和3年11⽉16⽇】

・かわまちづくりグループワーク②

第4回協議会【令和3年10⽉25⽇】

・かわまちづくりの進め⽅等の確認

第7回勉強会【令和4年1⽉26⽇】

・かわまちづくり計画書素案の整理内容
に関する地元説明

・今後の勉強会等に関する議論

第8回勉強会【令和4年3⽉17⽇】

・各種報告
・今後の勉強会等に関する議論



第8回勉強会の議事内容等４

第8回 江別市かわまちづくり勉強会
⽇時︓令和4年3⽉29⽇（⽕）18:00〜20:30

ZoomによるWeb開催
1. 議題

・勉強会・⽀援制度への申請までの流れについて
・前回勉強会の議事内容等の振り返り
・パブリックコメント調査結果等の報告

2. 意⾒交換
アウトドア／外輪船／教育・こども／歴史・⽂化／
広報について「いつ何やる︖」「興味あること」



第8回勉強会での主な意⾒５

＜アウトドア、外輪船、教育・⼦ども、歴史・⽂化、広報について興味が
あること＞

・⼈から意⾒を聞かされる機会はあっても⾃分の話を聞いてくれる場所がないと
思っている⼈たちが条丁⽬地区には多くいると思うので、そういう⼀⼈⼀⼈の
⼈たちの声を聞いてあげる場所があればよいと思う。

・江別神社の御神⽔を使ったお酒造りが近年⾏われていて、江別のブランドづく
りに貢献できていると感じる。

・今回エキテラ2022に関わらなかった⼈たちと繋がるイベントをやっていけた
らと思う。

・他地区のイベントに条丁⽬地区のPRブースを出すのもよいと思う。

・勉強会で分科会を設けるのであれば、⼦どもを巻き込んだ現実的な取り組みを
議論していくのがよいと思う。

・かわまちづくりなので川の話をしないといけないと思うが、まちの⾊々な部分
を有機的に結びつけていく活動の場所がかわまちづくりの拠点なのだと思う。

・活動の⾃⾛化を意識した視点を持つ必要がある。



整備
分野

アウトドア 外輪船 教育・こども 歴史・⽂化 広報

これまでの意⾒を踏まえた取組イメージ６

ハードル
⾼

ハードル
低

キャンプ
フィール

ド

かわら版

ネット

ラジオ

幼稚園

保育園と
の連携

広報誌

HP

まんまる

新聞

江別港

フット

パス

カヌー

クルーズ

カフェ

フリース
ペース

コワーキ
ング

川の

⽔族館

ギャラ
リー展⽰



⽔辺とまちづくりに関する基本⽅針７

江別市条丁⽬地区・⼤川通地区と千歳川が⼀体となった⽔辺空間の活⽤、条丁⽬地区内の歴
史的建造物の活⽤、周辺地域との連携、条丁⽬地区の歴史・⽂化の発信を推進し、江別港を中
⼼に⾈運で栄えた江別市条丁⽬地区の歴史性を活かした新たな「条丁⽬スタイル」の観光・ま
ちづくりによる賑わいの創出により、条丁⽬地区・⼤川通地区を含む江別市の地域活性化に寄
与することを⽬指す。

【⽬標】
地域に愛され、観光客等の外部の⼈間にとっても魅⼒的な「かわまち」

（⽔辺とまちをつなぐ⼈の流れや河川空間の賑わいの創出）

⾈運で栄えた歴史性を活かした新たな“条丁⽬スタイル”の観光・まちづくり

＜誰のために＞ ＜どこで＞ ＜何をする＞

＋ ＋・条丁⽬地区の住⺠
・⼦育て世代
・条丁⽬地区を愛する⼈
・観光客

・⽔辺空間
・外輪船及び⺟屋
・条丁⽬地区
・周辺地域

・⽔辺の利活⽤
・歴史的建造物の活⽤
・周辺地域との連携
・歴史⽂化の発信



８ ソフト施策内容

地域のニーズに沿ったソフト施策の実施による魅⼒向上と地域のブランドイメージ定着を図
ることにより、地域に愛され観光客等の外部の⼈間にとって魅⼒的な「かわまち」を⽬指す。

江別河川防災
ステーション

外輪船（旧岡⽥倉庫）

蔦屋書店
旧町村農場

江別⼩学校
跡地

⾶⿃⼭公園

王⼦稲荷神社

上江別南町公園

⾒晴台公園

錦町公園

四季のみち

JR江別駅

市役所

えべつやきもの市

こいのぼりフェスティバル

ミズベのロング
マーケット

江別神社

対象地区

元江別公園

エキテラ
まちあかり江別

カフェsoup
（旧北陸銀⾏江別⽀店）

⼤川通地区

条丁⽬地区

中央公⺠館・コミュニティセンター

ドラマシアターども
（旧江別郵便局）

①千歳川の⽔辺空間を活⽤した新たなイベントの企画
（夏の灯篭流し・いかだ下り、⽔辺でのやきもの市、キッチンカーによる飲⾷販売等）

②冬のイベント・アクティビティプランの設定
（河川管理⽤通路沿いのアイスキャンドル、堤防沿いの緩斜⾯を利⽤したそり滑り等）

③広域観光周遊モデルコースの設定
（市⺠が⽇常的に利⽤可能な散歩・ジョギング・サイクリングコースの設定等）

灯篭流し

アイスキャンドル

JRヘルシー
ウォーキング

JR江別駅

四季のみち



街灯・照明 【市】

広場、水道・電気施設 【市】

側帯 【国】

多目的広場（イベント） 【市】

階段護岸 【国】

河川管理用通路 【国】

拠点整備 【市】 アクセス通路【国】

植樹

駐車場【市】

高水敷整正 【国】

多目的広場（イベント・キャンプ場） 【市】

アクセス通路【国】

ハード施策内容９

※⾚地は河川管理者、⽩地は⾃治体・推進主体の整備区分

外輪船を条丁⽬地区・⼤川通地区における地域観光・まちづくりの拠点に位置づけ、地域の
歴史・⽂化・観光等に関する情報を発信するとともに、市⺠に⽇常的に⽔辺を利⽤してもらい
、⽔辺とまちをつなぐ⼈の流れや河川空間の賑わいを創出するため、江別市条丁⽬地区・⼤川
通地区の⽔辺整備を実施する。



管理・運営組織の実施体制（案）１０

連
携

江別市かわまちづくり協議会

かわまちづくり管理運営組織

河川
管理者

その他
協⼒者

地元企業

外部企業

江別市

条丁⽬地区や社会に対する熱い想いを持って
共に活動する仲間・団体（実働組織）

連
携

連
携

連
携

許
認
可
・
⽀
援

⼤学機関

連
携

エリア全体の構想、外輪船等の運営管理

公的組織 ⺠間団体

他

事務局

江別市、学識経験者、地元関係者等からなる「江別市かわまちづくり協議会」を設⽴し、江
別市街築堤整備に伴い移設を要する 外輪船の利活⽤⽅法等について検討するとともに、外輪船
周辺の河川空間とまち空間が融合した良好な空間形成を⽬指す取組について協議してきた 。
今後、⺠間事業者を加え、事業を遂⾏する実⾏組織の発⾜を⽬指す。



⻑期的なロードマップ（案）１１

内容 R4 R5 R6 R7 R8 R9

かわまちづくり
協議会・勉強会

旧岡⽥倉庫（外輪船）
移設

⽔辺整備
（堤防）

条丁⽬地区施設整備
（拠点整備、多⽬的広場、駐
⾞場、街灯・照明、⽔道・電
気施設）

条丁⽬地区周辺整備
（周遊コース、案内看板）

運営組織・実施事業の
具体化検討

運営組織・実施事業の
⽀援・評価

整備設計

設計 整備

整備設計

整備設計



今年度のロードマップ（案）１２

かわまちづくり協議会 かわまちづくり勉強会 その他

6⽉ 第9回
・⼤川通地区の現地視察
・対岸側河川空間の利活⽤について

のグループワーク

かわまちづくり
計画申請

7⽉ 第5回
・かわまちづくりの進め⽅の確認

8⽉ 第10回
・ソフト＆ハード施策のグループワーク

9⽉ 第6回
・計画登録報告
・ソフト＆ハード施策に関する協議

かわまちづくり
計画登録

10⽉ 第11回
・拠点づくり（旧岡⽥倉庫）に関する

グループワーク

11⽉ 第7回
・拠点づくり（旧岡⽥倉庫）に関する確認

12⽉ 第12回
・ソフト＆ハード施策のグループワーク

1⽉ 第8回
・ソフト＆ハード施策に関する確認

2⽉ 第13回
・運営体制等のグループワーク

3⽉ 第9回
・運営体制＆次年度勉強会の確認



かわまちづくりに関連した取組み➀１３

➀かわまちづくり展⽰会（4/30実施）



かわまちづくりに関連した取組み②１４

②Mizubering Ebetsu Camp（6/12実施）



かわまちづくりに関連した取組み②１５

②Mizubering Ebetsu Camp（6/12実施）



かわまちづくりに関連した取組み③１６

③ミズベで乾杯（7/7実施予定）



かわまちづくりに関連した取組み④１７

④情報⼤藤本ゼミプロジェクト



かわまちづくりに関連した取組み④１８



かわまちづくりに関連した取組み④１９



かわまちづくりに関連した取組み④２０



かわまちづくりに関連した取組み④２１



かわまちづくりに関連した取組み④２２



かわまちづくりに関連した取組み④２３



かわまちづくりに関連した取組み④２４



かわまちづくりに関連した取組み④２５



かわまちづくりに関連した取組み④２６



かわまちづくりに関連した取組み④２７



かわまちづくりに関連した取組み④２８



かわまちづくりに関連した取組み④２９



本⽇のグループワークについて３０

＜⼤川通地区の視察報告＞（10分）

＜グループワーク＞（65分）

 「対岸側河川空間の利活⽤について」
（どんなことができそう︖実現させるためには︖）

【議論の主なポイント】
①⽯狩川・千歳川合流点付近の利活⽤
②防災ステーション付近の河川敷の利活⽤
③千歳川の⽔辺利⽤・アクティビティ
④まち側（条丁⽬地区）との連携

 グループでの意⾒交換（40分）

 休憩（10分）

 全体共有（15分）



河川空間の利活⽤に関する主な意⾒①３１

No. 概要

第2回

年1回ミズベリングで弁天丸でのクルージングをやっているが、そのような形で川と
親しむのは良いことだと思う。

6〜9⽉の暖かい時期に週1回でも船に乗れれば楽しいと思う。

実際にSUPやカヌーをやっている⼈がいるので、そういったアクティビティの拠点に
したり、遊覧船の頻度を多くしてもいいと思う。

カヌーやヨットをやりながら⾃転⾞での周遊やバーベキュー、温泉等を楽しむといっ
た環境が重要だと思う。

第3回

防災ステーションの下流に延びている敷地で、テントを張ってキャンプやバーベ
キューをしたり、今流⾏りのテントサウナもできるかもしれない。

堤防が⼟堤になることで緩傾斜になり⽔辺に近づきやすくなるので、そうしたうまみ
を活かして、安全性を担保した上で⽔辺と触れ合えることを考えていくことが重要で
ある。

第4回

河川区域の低い場所に広場を整備して朝マーケットやカフェ、マルシェを実施し、そ
こでの収益を外輪船、⺟屋、隣接する施設、河川の⼀体的な運営に充てる管理体制・
組織が必要だと思う。

条丁⽬地区はJR江別駅からも近いので、地域のハブや都市型ウォーターフロントにな
りえるし、川を使ってウォータータクシーで通勤したり、フォールディングカヌーで
下るといった利⽤の拠点としても考えられる。

第5回 ⼯作所跡地をキャンプ場やスケボーパークにしてもよいと思う。



河川空間の利活⽤に関する主な意⾒②３２

No. 概要

第6回

昔の⼦供たちが川で遊んだりしたように、気軽に触れられ遊べるようになると良い

クルーズをもっと定期的にできると良い。

雪合戦やドッグランといった関⼼を引くような取り組みをしてもよいのではないか。

雪でベンチを作ったり、雪かき⾃体をアクティビティにしてはどうか。

第7回 川が近いところで遊べると繋がりができて良い。



河川敷でのイベントの実施例３３

➀花⽕⼤会
・・・⼊間川（埼⽟県）、⻑良川（岐⾩県）等

②⾃然体験学習
・・・太⽥川（広島県）等

③サマーキャンプ
・・・⼭国川（⼤分県）等

④フェスティバル
・・・豊平川（北海道）、最上川（⼭形県）、堀川（愛知県）等

⑤コンサート・⾳楽祭
・・・信濃川（新潟県）等

⑥マーケット・カフェ
・・・尻無川（⼤阪府）、⼤分川（⼤分県）等

⑦ドッグラン
・・・荒川（埼⽟県）、庄内川（愛知県）等

花⽕⼤会

ドッグラン



河川敷でのアウトドアの実施例３４

やすらぎ堤
（新潟県新潟市︓⼀級河川信濃川⽔系信濃川）

荒川運動公園バーベキュー広場
（埼⽟県川⼝市︓⼀級河川荒川⽔系荒川）

多摩川緑地バーベキュー広場
（神奈川県川崎市:⼀級河川多摩川⽔系多摩川）

太⽥川緑地
（広島県広島市︓⼀級河川太⽥川⽔系太⽥川）

■機材 ︓不要（運営事業者が河川敷に設置）
■⾷材 ︓飲⾷店が提供
■営業時間︓7⽉〜9⽉下旬の11〜22時
■料⾦ ︓飲⾷代

■機材 ︓不要（運営事業者が河川敷に設置）
■⾷材 ︓運営事業者からの購⼊、または持ち込み
■営業時間︓⼟⽇祝⽇の10〜13時及び14〜17時
■料⾦ ︓¥500/⼈（⾷材持ち込み・事前予約の場合）

■機材 ︓運営事業者からのレンタル、または持ち込み
■⾷材 ︓持ち込み
■営業時間︓通年の9〜16時（5時間利⽤可能）
■料⾦ ︓¥500/⼈（機材・⾷材持ち込みの場合）

■機材 ︓専⾨業者からのレンタル、または持ち込み
■⾷材 ︓専⾨業者からの購⼊、または持ち込み
■営業時間︓8〜19時（3〜10⽉）8〜17時（11〜2⽉）
■料⾦ ︓なし（機材・⾷材持ち込みの場合）



河川利⽤について３５

基本的に千歳川は公共⽤物であり、⾃由に利⽤できるものの、⾃由使⽤の範囲を超えて排他的・継続的に
使⽤する場合は、河川管理者の許可を受ける必要がある。

河川敷地を占⽤※する場合は「河川敷地占⽤許可準則」に基づく許可⼿続きが必要となるが、占⽤の考え⽅
や⼿続きは河川管理者の⾃由裁量で⾏われている。

※占⽤について

河川敷地に施設等を設置し、敷地内を独占して使⽤することを意味する。
占⽤が認められる施設は、治⽔上や利⽔上の⽀障がなく、他者の河川利⽤を著しく妨げないものとし、河川周辺の⼟地利⽤、
景観等を損なわず、かつそれらと調和したものでなければならない。また、河川整備計画等の河川の整備、保全⼜は利⽤に係
る計画が定められている場合は、その計画に沿ったものでなければならない。

出典︓国⼟交通省ホームページ（https://www.mlit.go.jp/river/kankyo/main/kankyou/machizukuri/pdf/tebiki.pdf）



都市・地域再⽣等利⽤区域の制度について①３６

河川敷地については、原則的に⾃治体等の公的主体にのみ許可され営業活動を⾏うことができないが、平
成23年の河川敷地占⽤許可準則の改正により、多様な主体による賑わいのある⽔辺空間の創出に資するため
、特例として地域の合意が得られた場合に、占⽤主体及び占⽤施設を緩和してオープンカフェ、売店等の営
業活動を⾏う事業者等（⺠間事業者等）についても占⽤を許可することが可能となった。

これにより、⽔辺のオープンカフェや川床、イベント広場等による多様な利活⽤が推進されている。

出典︓国⼟交通省ホームページ（https://www.mlit.go.jp/common/001133400.pdf）

治⽔・利⽔上の⽀障がなく、都市・地域の再⽣及び河川敷地の適正な利⽤に資する

広場、キャンプ場、バーベキュー場等も可能



都市・地域再⽣等利⽤区域の制度について②３７

出典︓国⼟交通省ホームページ（https://www.mlit.go.jp/river/kankyo/main/kankyou/machizukuri/pdf/tebiki.pdf）

事業者等による河川敷地の利⽤にあたっては、河川管理者が「都市・地域再⽣等利⽤区域」を指定するこ
とになっている。

平成28年の河川敷地占⽤許可準則の改正により、⺠間事業者等への占⽤許可期間を「3年以内」から「10
年以内」に延⻑している。

要望書・計画書の作成



都市・地域再⽣等利⽤区域の事例（豊平川）３８

出典︓国⼟交通省ホームページ（https://www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/shigenkentou/pdf/jirei_kasenkukan_2008.pdf）



都市・地域再⽣等利⽤区域の事例（信濃川）３９

出典︓国⼟交通省ホームページ（https://www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/shigenkentou/pdf/jirei_kasenkukan_2008.pdf）


